
私
は
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー

ズ
を
掲
載
中
で
あ
る
。
作
品
は
第
六
弾
目
と
い
う
べ
き
で

あ
る
が
、
出
版
は
四
冊
目
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
近

著
『
奇
妙
な
失
踪
者
』
も
、
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
お

世
話
に
な
っ
て
の
長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
で
あ
る
。

前
著
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
人
の
命

の
重
さ
に
係
る
「
誕
生
死
と
体
外
受
精
の
生
」
で
あ
る
。

ヽ

ヽ

読
者
が
以
下
の
感
想
文
を
寄
せ
て
い
る
。

昨
今
は
多
様
な
人
生
観
、
結
婚
観
が
あ
り
、
そ
の
出

生
の
戸
籍
上
の
不
備
を
マ
ス
コ
ミ
が
取
上
げ
て
、
行
政

が
追
認
す
る
云
々
が
日
々
報
道
さ
れ
て
い
る
。

本
著
は
そ
れ
ら
の
事
象
を
サ
ス
ペ
ン
ス
風
に
書
き
上

げ
た
小
説
で
あ
り
、
元
技
術
屋
な
ら
で
は
の
科
学
的
な

史
実
に
基
づ
く
内
容
で
あ
る
が
、
真
実
と
の
境
界
は
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
で
あ
る
点
が
読
者
を
強
く
惹
き
付
け
る
。

「
種
の
保
存
」
は
人
、
動
物
、
全
て
の
生
物
に
係
る

基
本
的
な
営
み
で
あ
る
が
、
体
外
受
精
、
代
理
母
等
々
、

自
然
界
に
挑
戦
す
る
最
近
の
医
学
に
つ
い
て
詳
細
な
調

査
の
上
で
の
記
述
に
驚
嘆
し
た
。

怪
し
げ
な
出
生
の
秘
密
を
持
つ
医
師
宇
崎
雅
夫
を
再

登
場
さ
せ
、
研
究
の
た
め
に
卵
子
を
提
供
し
た
母
親
、

生
命
と
は
、
愛
と
は
、
そ
の
廻
る
因
果
と
は
何
か
？

非
科
学
的
な
部
分
を
科
学
的
史
実
で
結
び
付
け
た
所

に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。
自
然
界
の
動
植
物
の
誕
生
は

神
秘
的
で
あ
る
が
、
最
近
の
医
学
は
手
を
加
え
て
更
に

複
雑
化
さ
せ
る
と
警
鐘
し
た
い
の
か
？
（
後
略)

中
国
の
田
舎
街
、
招
遠
市
に
て

生
命
の
誕
生
に
係
る
最
近
の
生
殖
補
助
医
療
の
進
歩

は
著
し
く
、
産
め
な
い
女
性
に
福
音
と
な
っ
た
。

反
面
大
き
な
課
題
や
怖
さ
を
残
し
た
。

も
し
も
見
知
ら
ぬ
人
が
、
自
分
と
同
じ
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
る
と
し
た
ら
。
自
分
が
「
試
験
管
ベ
ビ
ー
」
だ
っ

た
ら
。
「
産
み
の
母
」
と
実
際
の
「
母
」
は
、
果
し
て

ど
ち
ら
が
本
当
の
自
分
の
母
な
の
か
？
も
し
恋
に
落
ち

た
相
手
が
姉
弟
だ
っ
た
ら
。
ゾ
ッ
と
す
る
恐
怖
が
あ
る
。

今
起
り
つ
つ
あ
る
ホ
ラ
ー
。
そ
ん
な
時
代
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
べ
く
執
筆
し
た
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
は
、
ミ
ス
テ

リ
ー
で
も
あ
り
ホ
ラ
ー
小
説
と
な
っ
た
。

こ
の
度
の
『
奇
妙
な
失
踪
者
』
の
主
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、

「
養
蚕
業
が
何
故
斜
陽
と
な
っ
た
の
か
？
」
で
あ
る
。

サ
ブ
・
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
国
を
捨
て
故
郷
を
捨
て
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
の
「
望
郷
の
念
」
で
あ
る
。

前
著
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
の
登
場
人
物
、
妊
娠
し
た

阿
久
津
絵
美
を
敢
え
て
『
奇
妙
な
失
踪
者
』
に
も
再
登

場
さ
せ
、
暗
示
し
た
恐
怖
の
結
末
を
占
っ
て
み
せ
る
。

過
っ
て
日
本
の
絹
は
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
。

横
浜
港
か
ら
世
界
に
輸
出
さ
れ
外
貨
を
稼
い
だ
。
国

土
開
発
や
軍
艦
建
造
費
す
ら
絹
の
外
貨
で
賄
っ
た
。

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
形
成
さ
れ
た
と
、
列
強
諸
国

が
羨
や
ん
だ
日
本
の
絹
文
化
が
あ
っ
た
。
話
は
、
主
人

公
「
羽
田
善
」
羽
田
野
与
一
と
お
ぼ
し
き
遺
体
が
、
余

呉
湖
に
漂
う
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
光
景
か
ら
始
ま
る
。

謎
の
華
僑
人
が
、
新
宿
歌
舞
伎
町
に
滞
在
す
る
導
入

部
で
先
ず
舞
台
が
整
う
。
推
理
小
説
の
形
態
を
採
っ
て
、

邦
楽
絃
を
つ
く
る
滋
賀
県
木
之
本
町
と
、
金
沢
の
ホ
テ

ル
倒
産
劇
の
背
後
に
、
絹
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
事
件

が
発
生
す
る
。
金
沢
加
賀
毎
日
の
小
林
記
者
が
事
件
の

共
通
の
謎
を
嗅
ぎ
付
け
る
。
背
後
に
は
、
実
は
恐
る
べ

き
日
本
養
蚕
業
潰
し
の
罠
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

日
本
の
繁
栄
の
裏
、
ま
た
著
し
い
中
国
の
経
済
発
展

の
影
に
蠢
く
国
際
的
な
闇
『
負
の
遺
産
』
の
実
態
を
解

明
し
て
み
せ
る
。
行
政
官
庁
等
専
門
家
の
方
々
か
ら
反

論
覚
悟
で
、
そ
の
原
因
分
析
を
試
み
た
作
品
で
あ
る
。

中
国
の
経
済
発
展
の
背
景
に
、
企
業
を
定
年
退
職
し
、

あ
る
い
は
退
職
さ
せ
ら
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
人
々

が
中
国
に
渡
り
、
そ
う
し
た
人
々
の
知
恵
が
、
巧
み
に

活
か
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
、
行
政
官
庁
や
企
業
経
営
者

は
気
付
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
頭
脳
流
出
は
、
か
っ
て

の
製
糸
養
蚕
業
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
産
業
、
現
在
の

自
動
車
工
業
に
お
い
て
も
な
お
続
い
て
い
る
。

小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
、
文
献
・
資
料
を
集
め
る
調

査
作
業
と
平
行
し
、
取
材
に
で
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

最
近
は
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
り
、
一
次
情
報
の
文
献
検
索
が

パ
ソ
コ
ン
で
手
軽
に
で
き
る
。
だ
が
、
集
め
た
資
料
や
ネ
ッ

ト
情
報
で
満
足
で
き
な
く
な
る
と
、
描
き
た
い
人
物
が
生
き

た
舞
台
を
、
実
際
に
自
分
の
眼
で
確
か
め
る
た
め
に
現
地
に

赴
い
て
か
ら
執
筆
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

高
校
時
代
の
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
取
材
先
を
一
緒
に
歩

き
モ
テ
ィ
ー
フ
を
新
た
に
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
取
材

先
か
ら
思
わ
ぬ
紹
介
を
得
て
、
現
地
に
行
っ
て
み
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
短
編
な
ら
取
材
せ
ず
空
想
を
膨
ら
ま
せ
て
、

ま
と
め
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
が
、
長
編
は
そ
う
は
行
か

な
い
。
執
筆
す
る
際
は
、
綿
密
な
資
料
集
め
と
こ
う
し
た

取
材
活
動
を
再
構
成
す
る
作
業
が
必
須
と
な
る
。

六
月
一
日(

金)

渋
谷
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
ホ
ー
ル
最
上
の
三
階
席
、
私
は
家
内
と
二
人
で
い
た
。

目
的
は
、
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
の
東
京
公
演
を
聴
く
た

め
で
あ
る
。
座
員
の
一
人
ト
リ
ー
ナ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
嬢
の

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
を
聴
く
た
め
で
あ
る
。

女
性
は
、
拙
著
「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
六
弾

『
奇
妙
な
失
踪
者
』(

６
５
０
枚)

の
登
場
人
物
、
琵
琶
奏

者
の
マ
ッ
ク
蘭
星
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
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マ
ー
シ
ャ
ル(

芸
名
蘭
城)

氏
の
妹
さ
ん
な
の
で
あ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
元
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
者
だ
っ
た

蘭
城
氏
が
、
英
国
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
投
げ
出
し
て
、

日
本
の
琵
琶
奏
者
に
何
故
成
っ
た
の
か
？
何
故
日
本
の
伝

統
文
化
の
琵
琶
に
惹
か
れ
た
か
？
そ
し
て
天
蚕
の
絃
に
何

故
固
執
し
た
の
か
？
は
本
に
譲
り
た
い
。
氏
の
イ
ン
タ
ビ

ウ
取
材
は
昨
年
秋
、
群
馬
県
藤
岡
の
喫
茶
店
だ
っ
た
が
、

そ
の
際
妹
が
来
年
六
月
来
日
す
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
の
時
は
、
ト
ー
マ
ス
蘭
城
氏
は
、
愛
蘭
の
音
楽
一
家

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
育
っ
た
の
だ
ろ
う
位
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
取
材
の
場
合
、
便
利
な
小
型
の
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
何
時
も
持
参
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
に
許
可

を
得
て
録
音
さ
せ
て
も
ら
う
。
会
社
勤
め
の
時
代
は
仕
事

で
客
と
面
談
し
て
も
、
簡
単
な
手
帖
メ
モ
書
き
だ
け
で
、

会
社
に
戻
っ
て
か
ら
記
憶
を
頼
り
に
報
告
が
書
け
た
。
今

や
加
齢
に
よ
る
記
憶
力
の
衰
え
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
頼
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

妹
さ
ん
は
日
本
・
愛
蘭
外
交
樹
立
五
十
周
年
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
、
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
ハ
ー

プ
奏
者
と
し
て
来
日
。
一
行
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
と

演
奏
の
、
リ
ア
ダ
ン(

L
i
a
d
a
n

）
と
い
う
女
性
の
み
の
バ

ン
ド
六
名
、
キ
イ
ボ
ー
ド
、
ス
テ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
を
踊
る

キ
ャ
ラ
＆
ビ
ラ
ッ
キ
兄
弟
、
総
勢
十
数
名
編
成
で
あ
る
。

日
本
人
共
演
者
に
、
和
太
鼓
奏
者
と
し
て
海
外
公
演
も

豊
富
な
林
英
哲
、
奄
美
大
島
出
身
で
節
回
し
に
特
徴
の
あ

る
元
ち
と
せ
が
加
わ
る
と
い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ(
T
h
e
C
h
i
e
f
t
a
i
n
s

）
と
い
う
バ

ン
ド
が
、
国
際
的
な
愛
蘭
の
バ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
、
妹
さ

ん
が
２
０
０
３
年
か
ら
そ
の
バ
ン
ド
の
ハ
ー
プ
専
属
奏
者

で
あ
る
こ
と
、
琵
琶
奏
者
ト
ー
マ
ス
蘭
城
氏
を
取
材
す
る

ま
で
は
、
私
は
全
く
愛
蘭
情
報
に
疎
か
っ
た
。

バ
ン
ド
は
、
ケ
ル
ト
民
族
の
流
れ
を
汲
み
、
愛
蘭
・
ト

ラ
ッ
ド
・
フ
ォ
ー
ク
の
創
始
者
的
な
存
在
だ
と
音
楽
評
論

家
の
評
価
は
高
い
。
一
年
の
大
半
を
世
界
ツ
ア
ー
に
費
や

し
、
四
十
枚
以
上
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
。
グ
ラ
ミ
ー
賞
六

回
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
、
六
二
年
結
成
、
今
年
で
四
十

五
周
年
を
迎
え
、
愛
蘭
の
切
手
に
も
な
っ
た
国
宝
級
の
バ

ン
ド
で
、
政
府
か
ら
公
式
音
楽
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

来
日
公
演
は
、
六
年
振
り
二
回
目
で
あ
る
と
い
う
。

そ
ん
な
民
族
音
楽
を
奏
で
る
人
気
バ
ン
ド
と
は
露
知
ら

ず
、
チ
ケ
ッ
ト
は
簡
単
に
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
た
か
を
括
っ

た
。
東
京
で
の
公
演
は
人
気
沸
騰
し
、
二
回
あ
る
よ
う
だ

が
幸
い
初
日
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
や
っ
と
手
に
い
れ
た
。

バ
ン
ド
は
そ
の
後
全
国
七
会
場
を
廻
る
と
い
う
。

公
演
全
席
指
定
一
枚
七
・
八
千
円
。
決
し
て
安
い
チ
ケ
ッ

ト
で
は
な
い
。
一
ヶ
月
前
の
申
込
で
、
入
手
で
き
た
の
は

ホ
ー
ル
最
上
階
の
三
階
席
で
、
天
井
桟
敷
だ
っ
た
。

開
演
は
十
九
時
だ
っ
た
が
、
少
し
遅
れ
て
始
ま
っ
た
。

天
井
桟
敷
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
愛
蘭
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
の

真
髄
、
歌
有
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
正
に
興

奮
の
坩
堝
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
全
面
の
特
別
の
床
を
蹴

る
ダ
ン
ス
は
凄
か
っ
た
。
熱
狂
し
て
皆
手
拍
子
を
打
つ
。

男
性
の
珍
し
い
楽
器(u

il
le
an
p
ip
e

、t
i
n
w
h
i
s
t
l
e

）
、

タ
ン
ギ
ン
グ
を
連
続
さ
せ
る
フ
ル
ー
ト
の
熱
演
、
一
番
後

方
で
バ
ン
ド
の
リ
ズ
ム
を
支
え
る
打
楽
器(

b
o
d
h
r
a
n
)

に

加
わ
る
日
本
の
和
太
鼓
奏
者
の
腹
を
揺
る
が
す
音
が
、
会

場
を
一
挙
に
押
し
包
む
。
時
に
哀
愁
を
込
め
た
静
寂
、
ハ
ー

プ
と
フ
ィ
ド
ル(v

i
o
l
i
n
)

、
そ
し
て
笛
の
共
演
。
一
見
ス

テ
ー
ジ
上
の
叔
父
さ
ん
叔
母
さ
ん
に
し
か
見
え
な
い
彼
ら

に
、
楽
器
を
手
に
し
た
途
端
愛
蘭
魂
が
乗
移
っ
て
い
た
。

ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
と
初
コ
ラ
ボ
、
元
ち
と
せ
の
抑
揚

の
効
い
た
歌
声
が
会
場
に
響
く
。
過
去
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン

ズ
と
共
演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ

ト
ニ
ー
、
ヴ
ァ
ン
・
モ
リ
ソ
ン
、
ロ
ー
ロ
ン
グ
・
ス
ト
ー

ン
ズ
等
で
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
。
日
本
人
と
し
て
は
セ
ッ
シ
ョ

ン
初
、
元
ち
と
せ
が
ダ
ブ
リ
ン
の
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
レ
ー
ン

採
録
の
「S
i
u
i
l
A
R
u
n
(

シ
ュ
ー
ラ
ル
ー)

」
は
、
耳
新

し
く
正
に
奄
美
の
島
唄
と
愛
蘭
伝
統
民
謡
曲
の
見
事
な
出

会
い
を
堪
能
。
伴
奏
に
、
元
ち
と
せ
の
デ
ビ
ユ
ー
当
時
か

ら
楽
曲
を
提
供
し
た
と
い
う
、
ギ
タ
リ
ス
ト
が
加
わ
る
。

家
内
は
、
片
時
も
双
眼
鏡
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。

最
後
は
凄
か
っ
た
。
ス
テ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
三
人
が
、
ス

テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て
会
場
内
の
観
客
を
誘
い
、
手
を
つ
な

ぎ
踊
り
の
輪
が
次
第
に
拡
が
っ
て
い
く
。
一
体
化
し
た
群

舞
が
会
場
を
廻
り
、
今
度
は
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
登
っ
て
い

く
。
演
奏
者
と
観
客
が
一
体
に
な
っ
て
舞
台
上
は
、
正
に

日
本
・
愛
蘭
親
善
の
輪
が
花
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

休
憩
時
間
ビ
ッ
フ
ェ
に
、
沢
山
愛
蘭
人
が
屯
し
て
い
た
。

彼
ら
は
、
久
し
振
り
に
日
本
で
望
郷
の
音
色
を
感
受
し

た
で
あ
ろ
う
。
私
も
黒
い
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
後

日
自
宅
の
ネ
ッ
ト
検
索
で
、
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

の
哀
愁
を
帯
び
た
独
特
の
笛
の
音
や
船
倉
パ
ー
テ
ィ
の

曲
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ウ
ン
ド
で
あ
る
と
知
っ
た
。

愛
蘭
と
い
う
日
本
同
様
の
島
国
の
殺
戮
・
迫
害
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

歴
史
、
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
に
も
描
か
れ
た
船
倉

に
乗
船
し
て
米
国
に
渡
ろ
う
と
し
た
愛
蘭
人
の
群
れ
。

映
画
の
船
倉
パ
ー
テ
ィ
場
面
の
曲
、
世
界
的
ヒ
ッ
ト

の
主
題
歌
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ
オ
ン
の
歌
、
随
所
に
流
れ

る
哀
愁
を
帯
び
た
フ
ル
ー
ト
の
音
色
と
も
異
な
る
独
特

の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ウ
ン
ド
の
笛
の
音
は
記
憶
に
新

し
い
。
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
の
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
が
吹

く
笛
の
音
色
こ
そ
が
、
ブ
リ
キ
素
材
の
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ッ

ス
ル(T

in
W
hi
st
le
)

と
呼
ば
れ
る
楽
器
で
あ
る
。

『
奇
妙
な
失
踪
者
』
で
描
い
た
登
場
人
物
マ
ッ
ク
蘭

星
の
琵
琶
の
音
色
は
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ウ
ン
ド
の

匂
い
が
す
る
と
い
っ
た
ら
言
い
過
だ
ろ
う
か
？
天
蚕
絃

を
張
る
平
家
琵
琶
に
、
「
金
色
蚕
姫
」
の
導
き
で
蘭
星

は
母
国
の
興
趣
に
辿
り
着
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

翌
二
日(

土)

、
同
窓
会
の
支
部
総
会
が
あ
っ
た
。
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年
一
回
開
催
さ
れ
る
恒
例
行
事
で
あ
る
。
会
場
は
大

宮
の
東
晶
大
飯
店
で
、
支
部
役
員
に
と
っ
て
は
馴
染
み

の
店
で
あ
る
。
席
上
、
私
が
何
故
物
書
き
の
所
業
を
続

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
語
れ
と
い
う
こ
と
で
、

「
六
十
歳
に
し
て
小
説
家
を
目
指
す
・
・
」
と
の
題
を

与
え
ら
れ
人
前
で
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

支
部
会
報
に
も
、
恥
を
忍
ん
で
駆
け
出
し
著
実
業
の

実
態
を
綴
り
、
売
れ
な
い
物
書
き
の
現
状
を
参
加
者
の

前
で
披
瀝
せ
よ
と
の
幹
事
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。

話
の
内
容
は
と
言
え
ば
時
間
も
間
延
び
し
た
し
、
も
っ

と
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
話
に
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
反
省

し
き
り
で
あ
っ
た
が
、
工
学
部
出
身
の
物
書
き
の
姿
に

参
加
者
が
一
様
に
興
味
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
週
間
後
九
日(

土)

、
「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

と
称
す
る
「
加
治
丘
陵
の
森
林
浴
と
茶
畑
を
訪
ね
る
旅
」

支
部
恒
例
第
十
九
回
目
の
行
事
に
私
は
参
加
し
て
い
た
。

年
四
回
程
度
実
施
し
、
毎
回
十
名
程
度
の
参
加
者
が

あ
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
私
は
毎
朝
近
所
の
公
園
で
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操
を
日
課
に
し

て
い
た
の
と
、
『
奇
妙
な
失
踪
者
』
執
筆
も
一
段
落
し

て
い
た
の
で
気
軽
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
治
丘
陵
の
旅
と
は
、
入
間
市
北
部
標
高
百
数
十

の
丘
陵
の
旧
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
里
山
歩
き
で
、

仏
子
駅
出
発
、
桜
山
展
望
台
、
茶
畑
公
園
、
入
間
市
博

物
館
を
経
て
バ
ス
で
入
間
駅
に
戻
る
約
７
㎞
で
あ
る
。

桜
山
展
望
台
か
ら
金
子
台
に
広
が
る
茶
畑
、
秩
父
・

多
摩
の
山
並
み
、
富
士
山
や
関
東
平
野
等
の
パ
ノ
ラ
マ

を
楽
し
め
る
は
ず
で
あ
る
が
、
生
憎
と
天
候
わ
る
く
富

士
山
は
望
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
持
参
の
弁
当
を
食
べ

な
が
ら
素
晴
し
い
光
景
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
の
入
間
市
博
物
館
は
、
平
成
五
年
約
四
億
の
費

用
で
開
設
さ
れ
た
別
名
「
お
茶
の
博
物
館
」
で
あ
る
。

時
間
が
無
く
、
詳
細
に
見
学
で
き
な
か
っ
た
が
結
構

楽
し
め
た
。
展
示
は
お
茶
一
辺
倒
と
思
っ
て
い
た
が
、

ア
ケ
ボ
ノ
像
の
足
跡
化
石
や
、
入
間
市
の
自
然
環
境
や

地
、
歴
史
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
執
筆
の
関

係
か
ら
養
蚕
業
に
関
す
る
展
示
に
目
が
行
っ
た
。

入
間
郡
に
は
、
近
世
後
期
に
は
飯
能
絹
、
川
越
絹
、

越
谷
絹
と
い
っ
た
絹
織
物
を
生
産
す
る
地
域
が
部
分
的

に
あ
っ
た
。
郡
下
に
は
当
然
そ
の
原
料
の
養
蚕
業
が
営

ま
れ
て
い
た
が
、
主
体
は
飽
く
ま
で
製
茶
、
縞
木
綿
の

生
産
が
主
体
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
武
州
秩
父
地
方
に
比

べ
て
、
入
間
郡
の
養
蚕
業
は
、
寺
竹
村
で
繭
の
生
産
が

な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
地
域
に
も
自
ず
と
限
界
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
蚕
種
を
信
州
の
小
県
郡
か
ら
仕
入

れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
と
い
う
。
蚕
種
販
路
に
興
味
が

あ
る
。
信
州
の
小
県
郡
が
蚕
種
の
先
進
地
で
あ
っ
た
の

は
、
明
治
時
代
の
記
録
を
調
べ
て
み
て
も
頷
け
る
。

当
時
上
州
の
甘
楽
社
、
高
山
社
、
島
村
の
田
島
弥
平

な
ど
の
蚕
種
開
発
が
日
本
で
最
も
盛
ん
だ
っ
た
は
ず
だ

が
、
入
間
郡
が
上
州
で
な
く
何
故
信
州
の
小
県
郡
の
蚕

種
を
購
入
し
て
い
た
の
か
興
味
深
い
。
秩
父
の
絹
は
、

上
州
藤
岡
と
の
交
流
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
同
じ
武
州

で
も
蚕
種
の
流
通
経
路
が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
作
品
執
筆
動
機
は
、
平
成
十
八
年
十
月
九
日
群
馬

県
藤
岡
市
の
菩
提
寺
で
琵
琶
の
演
奏
会
と
、
寺
に
保
存
さ

れ
て
き
た
「
金
色
蚕
姫
絵
図
」
ご
開
帳
が
同
時
に
あ
る
と
聞

き
、
私
は
惹
か
れ
て
家
内
と
共
に
参
加
し
た
こ
と
に
あ
る
。

琵
琶
演
奏
者
は
、
藤
岡
に
住
む
愛
蘭
人
の
ト
ー
マ
ス

蘭
城
氏
と
、
「
上
州
天
蚕
弦
復
活
」
を
目
論
む
映
画
監
督

て
ん
さ
ん
げ
ん

で
世
話
人
で
前
橋
の
櫻
井
氏
の
二
人
で
あ
っ
た
。

光
明
寺
の
「
金
色
蚕
姫
」
蚕
の
女
神
を
日
本
の
養
蚕

業
調
査
の
突
破
口
に
、
文
献
を
調
査
す
べ
く
有
楽
町
蚕

糸
会
館
の
資
料
室
に
何
度
も
通
う
羽
目
に
な
っ
た
。

琵
琶
奏
者
の
蘭
城
氏
と
映
像
演
出
家
の
櫻
井
氏
に
は
、

会
場
で
後
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
取
材
を
申
し
入
れ
た
。
来

日
群
馬
県
で
出
会
っ
た
日
本
文
化
の
琵
琶
の
音
色
に
痛

く
惹
か
れ
て
優
れ
た
琵
琶
奏
者
に
な
る
。
然
も
、
桐
生

絃
作
り
の
名
人
高
岡
俊
太
郎
に
依
頼
し
て
天
蚕
の
絃
を

復
活
し
、
平
安
時
代
の
音
色
を
本
邦
初
で
復
活
し
よ
う

と
試
み
る
奇
妙
な
愛
蘭
人
な
の
で
あ
る
。
最
初
題
名

『
奇
妙
な
琵
琶
法
師
』
を
考
え
た
。
失
踪
者
と
し
て
国

を
捨
て
る
華
僑
人
や
愛
蘭
人
の
共
通
の
心
情
を
汲
ん
で

題
名
『
奇
妙
な
失
踪
者
』
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

今
回
も
一
部
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
手
法
を
随
所

に
盛
込
ん
だ
。
作
中
の
登
場
人
物
や
場
面
に
実
際
と
似

た
個
所
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
て
作
者
の
創
造

の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。

『
奇
妙
な
失
踪
者
』
購
入
の
紀
伊
国
屋
系
列
の
書
店

及
び
ネ
ッ
ト
の
方
々
、
配
本
図
書
館
で
読
ん
で
く
れ
た
好

書
家
の
方
々
、
誌
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
上
げ
る
。
地
元

ダ
ン
ス
仲
間
や
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
友
人
、
高
校
同
窓
の
ア

ン
ク
ル
さ
ん
、
孤
狼
凛
さ
ん
他
の
方
々
、
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
諸
先
輩
、
蜻
蛉
の
諸
姉
兄
に
お
礼
を
い
い
た
い
。

ト

ン

ボ

農
水
省
か
ら
来
ら
れ
た
蚕
糸
会
館
西
田
紀
子
さ
ん
に

は
、
大
日
本
蚕
糸
会
の
資
料
室
で
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
公
司
の
体
験
談
は
重
要
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。
光

明
寺
佐
光
慈
豊
住
職
、
映
像
演
出
家
の
櫻
井
眞
樹
氏
、
愛

蘭
の
ト
ー
マ
ス
・
チ
ャ
ー
ル
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル(

日
本
名

蘭
城)

氏
、
富
岡
市
役
所
元
助
役
の
寺
崎
喜
三
氏
、
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ウ
取
材
さ
せ
て
戴
い
た
四
氏
に
は
特
に
ご
協

力
戴
い
た
。
再
度
お
礼
を
申
上
げ
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。

㈱
幻
冬
社
ル
ネ
サ
ン
ス
の
営
業
部
長
兼
同
ブ
ッ
ク
ス
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
村
尚
弘
氏
と
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

表
紙
イ
ラ
ス
ト
の
平
野
里
見
さ
ん
に
無
理
を
お
願
い
し
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
時
間
の
観
念
無
く
起
床
す
る
私
の
小
説
や
随

想
の
執
筆
を
容
認
し
て
、
諸
事
万
端
支
援
し
て
く
れ
た
家

内
に
も
併
せ
て
感
謝
し
た
い
。

了
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